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～仲間の和を大切に・心和む学年に～ 

 

 25日（火）、よしもと芸人の田中哲也さんを講師にお招きし、「人権講演会」を開きま

した。田中さんは四日市市の出身で、「三重県住みます芸人」さんです。ザ・漫才師とい

う登場に引き付けられ、「納豆体操」なるものを体験させていただき、場の空気が一瞬で

和みました。そこから、自身の経験を語っていただきました。 

 田中さんは、中学生の頃所属していた陸上部の中で、いじめを受けました。殴る蹴る

といったひどい暴行を受けながら、「いじめられていることは、カッコ悪い。いじめのこ

とを知られるのは嫌だ。」と家族にも相談できずに過ごしていました。自殺を考えたこと

もあったそうです。高校生になって、「いじめられる」立場から逃れるため、「いじめる」

側に転じました。弱い立場の子に暴言を吐く一方で、強い立場にいる子には、こびへつ

らう毎日。けれども、あることがきっかけで、今度は仲間外れにされる立場に。高校で

できた友だちは、1 人だけだったそうです。大人になり、昔、祖母に言われた「あなた

は人を笑わせる仕事に就くといいよ。」という言葉通り、芸人を志します。売れっ子にな

ったまではよかったのですが、今度は、先輩芸人からいじめを受ける日々が始まりまし

た。苦しさに耐え切れず、「芸人を辞めたい。」とその胸の内を、相方の泉さんに打ち明

けると、「いいよ。でもちょっと待って。」という返事。そんな中でまたしても、先輩芸

人から暴行を受けました。そのとき、「止めてください。田中が何か悪いことをしました

か。」と泉さんが止めに入ってくれたといいます。「あんなやつらはいずれ辞めていく。

気にしなくていい。」そう声を掛けられ、初めて人前で泣いたと…。 

「『辛い。』と言えば、助けてくれる人がいるとわかった。それを伝えたくて、こうし

た講演会を開いています。」 

「いじめから逃げて、家の中に閉じこもるのもいい。だけど、ＳＮＳ社会の中では、

いじめは執拗においかけてくる。根本からぶっこわさないと、解決しない。」 

「いじめの加害者になってはいけない。加害者が減れば必然的に被害者は減る。」 

  「夢とは何か。それは『やりたいこと』。夢のつくり方、それは生きていることが大前

提。今を無駄にしないこと。そして、たくさんの知識を吸収し、いろんな人と話すこと。」 

  「夢ができれば、いじめなんてしなくなる。」 

 こうして、田中さん自身の言葉で語ってくださいました。 

 辛い経験をした田中さんが、今は芸人さんとなって多くの方を笑顔にしています。と

きに、介護施設へ。ときに、被災地域へ足を延ばして。そして、今、私たちの元にやっ

てきてくれました。講演会後の田中さんとの笑顔のときは、思い出になりますね。 

誰かを傷つけるのではなく、自分を傷つけるのでなく、夢をもって笑顔で進みましょ

う！…そんなメッセージをしっかり受け止めましょう。 

 



 感想より 

いじめの被害者が自分で隠そうとせずに、少しでも話を聞ける人に相談してほしい。加

害者と加害者になりそうな人に、いじめはしょうもなくて、カッコ悪いことを教えない

といけない。                            竹内 梗恵 

 

改めて、なぜいじめはだめなのか知り、一つの出来事で人生は変わるとわかりました。

田中さんは、過去があってこその今と言っていましたが、本当にひとつのことで人生は

変われるので、何かきっかけをつくって、自分も他の人を傷つけないようにしたい。 

                                 人見 篤敬 

 

田中さんは、明るくいじめのことを話してくれる中でも、いじめっていうのは人に相

談しにくいものだということを教えてくれました。僕は、人に言いにくいものだからこ

そ、人に言わなきゃいけないと思います。また、少しでも、周りの人に異変があったら

すぐに本人に聞き、相談にのれる、いい人になるためにがんばります。  河瀬 光史 

 

「今の時代は以前とは違って、人とのつながりがなくなってきている。」と田中さんが

言うのは、自分もそう思っていました。メールや電話が楽だから、ついついそれに頼っ

てしまうからです。でも、それに頼りきらないようにしたいです。    御代田 悠                    

                          

  田中さんの「誰にも知られたくなかったけれど、気づいてほしかった。」という言葉で、

どれだけ強気であっても、やっぱり気づいてほしいという気持ちがわかった。そういう

思いに僕たちがどう気付いて、どうしてあげられるかが大切だと感じました。 

                                   木下 道大 

 

  田中さんの「死ぬこともかんたんだけど、生きることもかんたん。」その言葉が頭から

離れません。辛いことがあったら、少しでもまわりに伝えよう。勇気をもってみようと

思いました。                            山岡 実愛 

 

 

私は今日、幸せでした。そして、「笑顔」になっていました。「笑顔」は当たり前では

ないんだなと今日、知ることができました。              清水 彩加 

 

 

笑顔は、人をまた笑顔にさせることがわかりました。たくさん笑っているみんなは、と

っても雰囲気がよく、輝いていました。そんな大切な笑顔を続けていきたいと思いました。 

                                  橋本 瑚花 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室の前には 

  個性豊かな作品がずらり！ 

 

  作品を創る真剣な姿は 

  まるで「書道家」のよう 

  でした。自分自身が目指す 

  その言葉に向けて 

  まっすぐに進んでください！ 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 発表 ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

金２ 金３ 金４ 金５ 金６ ○ ○ × ×

学 理 国 音 × × × ×

学 英 美 体 × × × ×

学 社 数 技 3送会 ○ ○ × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○28 月 Ｂ６ 生徒会・専門委員会・室長会・6限講演会

26 土

27 日

25 金 Ｓ５ 学年末テスト②　3年生を送る会 朝読なし昼休み10分

23 水

24 木 Ｓ４ 学年末テスト② 朝読なし

21 月 Ｂ５ 昼休み10分

22 火 Ｓ４ 学年末テスト①　 朝読なし

19 土

20 日

17 木 Ａ６

18 金 Ａ６ 質問日②　

15 火 Ａ６ 学年末テスト発表　給食マークシート締切

16 水 Ａ５ 質問日①

13 日

14 月 Ａ６ 登校指導Ｃ班　　

11 金

12 土

9 水 Ｂ５ 完全一斉退校日 昼休み10分

10 木 Ａ６ 選挙管理委員会

7 月 Ａ６ 総合的な学習・学校発表会

8 火 Ａ６ 生徒会役員立候補者締め切り

5 土

6 日

4 金 Ａ６

2 水 Ａ５ 県立高校前期選抜　

3 木 Ａ６ 県立高校前期選抜

1 火 Ａ６ 教育相談期間（～14日）　生徒会役員選挙公示
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＊学年最後のテストが近づいてきています。 

 すでにテスト勉強をスタートしようと、みんなで取り組んでいるクラスもあります！ 

 いい刺激を与えあって、悔いなく 1年を終えるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 


